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論文内容の要旨
鉄筋コンクリート構造物の長寿命化を凶るためには、コンクリート中への炭酸ガスや極化物イオンの浸
透を抑制する必要がある。これらの浸透のしやすさ、ならびにコンクリートの強度、乾燥収縮率等の諸物
性は、コンクリート中の空隙構造と需按に関係していると考えられる。
そこで、木研究では、コンクリート中のr径1.5nm-lOμmの範囲の細孔の分布を水銀圧入法によって
測定し、コンク 1)-トの耐久性と細孔分布との関係並びに耐久性能を向上させる方法について検討した。
まず、第 l章では、本研究の目的と位置づけを述べた。
第2章では、各種のコンクリートおよび骨材の細孔分布を測定し、コンクリートの調合、材齢によって
セメント硬化体部分の細孔分衡が変化し、それに伴って圧縮強度が変化すること、骨材部分の細孔分布は
コンクリートの乾燥収縮率に影響することを不した。
第 3章では、ノドセメント比の異なるコンクリートに鉄筋を配置した試験体について、室内で2年間、炭
酸ガスによる中性化の促進と塩水浸演を繰り返す試験を行い、中性化深さ、塩化物イオン濃度分布および
鉄筋の凶食度の変化とコンクリートの細孔分術との関係を検討し、水セメント比が高く細孔量が多いコン
クリートでは、中性化が速いだけでなく、中性化に伴って塩化物イオンの浸透が速くなること、単位質量
当たりの細孔容積が50mm3Jg以下のコンクリートでは、中性化深さは2年間で Imm未満に留まることを
見いだした。
第4章では、実構造物において劣化したコンクリートについて調査し、コンクリートは中性化するだけ
でなく細孔量が増大して強度が低下する可能性のあることを見いだした。
第5章では、通常の合板型枠と透ノド性型枠を使用してコンクリート試験体を作製し、コンクリートの綱
孔分布と耐久性能を比較した結果、コンクリートの表両部分の細孔墨が、通常の型枠使用ではlOOmm3/g程
度になるのに対して、透水性型枠使用で、';J:50mm3/g近くまで低減し、それに伴って'11性化速度が低下す
ることを示した。
第6章では、躯体防水材の塗布は、コンクリートの巾性化速度を低ドさせるが、コンクリートの，悩孔量
を減じて耐久性能を改善することにはならないことを実験により示した。
最後に、第7単では、第2章から第6章で得られた結果をまとめた。
論文審査の結果の要旨
コンクリート構造物は、健全な材料を用いて入念に施工されでも、炭酸ガスの浸透によってコンクリー
トが中性化すると、内部の鉄筋が次第に腐食して機能低下を起こす。また、コンクりート中の臨化物イオ
ン濃度が高いと、鉄筋の腐食が促進される。そこで、コンクリー卜構造物の長寿命化を阿るためには、コ
-305-
ンクリート中への炭酸ガスや塩化物イオンの浸透を抑制する必要がある。
本論文は、炭酸ガスや塩化物イオンはコンクリート中の毛細管空隙を通って浸透すると考え、中性化深
さや塩化物イオン濃度の変化速度といったコンクりートの耐久性能と水銀圧入法によって測定できる細孔
分命ーとの関係を検討し、コンクリートの耐久性能を向上させるん}去について考察したものである。
まず、各種のコンクリートおよび骨材の細孔分布を測定し、コンクリート中のセメン卜硬化体部分の細
孔量が骨材の細孔量に比べてlO倍程度大きく、またセメント硬化体部分の細孔分布はコンクリートの調合
および養生日数によって変化することから、コンクリートの耐久性能にはセメント硬化体部分の細孔分布
の影響が大きいことを明らかにしている。
次に、実験室での炭酸カスによる中性化の促進と塩ノド浸漬を繰り返す実験の結果から、水セメント比が
高いほど細孔量が大きく、中性化および塩化物イオンの浸透が速いこと、さらに中性化に伴って塩化物イ
オンの浸透速度が高くなるといった複合劣化が起こること、細孔量50mm3/g以下が高耐久性能を得るた
めの目標となることを見いだしている。また、実構造物における劣化したコンクリートの調査結果から、
コンクリートは中'性化に伴って細孔量が増大し、強度が低下する可能性があることを確認している。
さらに、異なる種類の型枠を使って作製したゴンクリートの細孔分布および耐久性能を比較する実験を
行い、透水性型棒の使倒によって表面部分の細孔量が50mm3/g程度に減少して耐久性能が改善されるこ
と、また躯体防水材の塗布によっても耐久性能が改善されるが、それは細孔量の減少によるものではない
ことを明らかにしている。
以上の研究成果は、耐久性に優れたコンクリートを作製するために有用であり、コンクりート工学の発
展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと
認める。
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